
A 

災
害
の
規
模
に
よ
っ
て
避

難
所
の
開
設
場
所
が
異
な
り

ま
す
。

 

地
震
な
ど
広
域
的
な
災
害
の

と
き
に
開
設
す
る
「
大
規
模
・

長
期
避
難
所
」
と
、
近
年
増

え
て
い
る
局
地
的
な
大
雨
に

よ
る
洪
水
や
土
砂
災
害
の
と

き
に
開
設
す
る
「
局
所
・
短

期
避
難
所
」に
分
け
ら
れ
ま
す
。

A 

鎌
田
地
区
に
は
5
箇
所
あ

り
ま
す
。
鎌
田
中
学
校
、
鎌
田

小
学
校
、
信
明
中
学
校
、
鎌

田
体
育
館
、
鎌
田
地
区
公
民

館
が
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
、
鎌
田
中
学
校
と
信

明
中
学
校
は
医
療
救
護
所
の

機
能
を
合
わ
せ
も
つ
避
難
所

と
な
り
、
鎌
田
地
区
公
民
館

は
要
援
護
者
優
先
の
避
難
所

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
会
ご
と
に
一
時

集
合
場
所
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
指
定
避
難
所
と

あ
わ
せ
て
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

A 

昨
年
８
月
の
よ
う
に
、
洪

水
予
報
に
よ
り
避
難
情
報
が

発
令
さ
れ
た
と
き
、
鎌
田
地

区
で
は
鎌
田
地
区
公
民
館
の

２
階
が
避
難
所
と
な
り
ま
す
。

避
難
期
間
は
、
１
～
２
日
間
程

度
の
短
期
を
想
定
し
て
い
ま

す
。
一
時
的
に
身
の
安
全
を

守
る
場
所
と
な
り
、
住
居
地
の

安
全
が
確
認
で
き
た
場
合
は

帰
宅
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

A 

避
難
所
と
な
る
小
中
学
校

に
設
置
さ
れ
て
い
て
、
最
低

限
の
避
難
生
活
が
で
き
る
よ

う
非
常
食
な
ど
を
備
え
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
鎌
田
地
区
で
は
独
自

の
防
災
倉
庫
を
設
置
し
、
避
難

知りたい！ 地域のあれこれ ②

鎌田地区の避難所はどこ？防災倉庫ってなに？

「
多
彩
で
多
才　

面
白
い
ぞ
北
杜

夫
さ
ん
」
で
、
１
～
２
月
に
そ
の

一
部
が
公
開
さ
れ
た
▼
展
示
品
は

書
斎
の
机
と
椅
子
、
辞
典
、
カ
メ

ラ
な
ど
の
愛
用
品
と
芥
川
賞
受
賞

作
『
夜
と
霧
の
隅
で
』
を
は
じ
め

数
々
の
文
学
作
品
と
自
筆
の
原
稿

や
写
真
。
昭
和
55
年
に
「
マ
ン
ボ

ウ
・
マ
ブ
ゼ
共
和
国
」
を
建
国
し

各
国
首
脳
に
送
っ
た
宣
言
書
や
紙

幣
な
ど
▼
山
と
昆
虫
が
好
き
で
、

松
高
生
だ
っ
た
叔
父
の
、
朴ほ
お
ば歯
に

マ
ン
ト
、
白
線
帽
に
憧
れ
、
昭
和
20

年
に
松
本
高
等
学
校
に
入
学
。
思

誠
寮
で
終
生
の
親
友
・
辻
邦
生
と

出
会
う
。
敗
戦
は
大
町
の
工
場
で

迎
え
た
▼
破
天
荒
な
バ
ン
カ
ラ
生

活
や
愛
情
深
い
教
師
と
の
交
流

を
独
特
の
ユ
ー
モ
ア
で
描
い
た

『
ど
く
と
る
マ
ン
ボ
ウ
青
春
記
』

が
昭
和
43
年
に
刊
行
さ
れ
る
と
、

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
第
1
位
と
な
っ
た

▼
動
物
学
へ
の
志
は
父
・
茂
吉
の
反

対
で
医
師
と
な
る
も
、
松
高
で
の

青
春
の
３
年
間
が
根
底
と
な
っ
て

文
学
の
道
を
歩
ん
だ
。
第
二
の
故

郷
と
思
い
、
生
涯
松
本
を
愛
し
た

北
さ
ん
を
偲
ぶ
貴
重
な
宝
物
が
増

え
て
嬉
し
い
。　
（
南
雲
多
栄
子
）

　

旧
制
松
本
高
校
出
身

の
作
家
・
北
杜
夫
さ
ん
の

遺
品
約
２
千
点
が
旧
制

高
等
学
校
記
念
館
に
寄

贈
さ
れ
、
第
10
期
市
民

学
芸
員
講
座
の
企
画
展

雑感

所
開
設
に
必
要
な
備
え
を
今

年
度
か
ら
始
め
ま
し
た
。
現

在
は
市
が
各
避
難
所
へ
配
備

し
て
い
る
物
品
に
加
え
、
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
（
間
仕
切
り
）
や

ジ
ョ
イ
ン
ト
マ
ッ
ト
、
コ
ル

ク
マ
ッ
ト
、
非
常
食
、
保
存

水
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

防
災
倉
庫
の
備
蓄
に
は
限

り
が
あ
り
ま
す
。
避
難
所
へ

行
く
と
き
に
は
、
飲
料
水
や

非
常
食
、
日
用
品
、
常
備
薬

な
ど
必
要
な
も
の
を
持
っ
て

い
け
る
よ
う
に
日
頃
か
ら
用

意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

↑間仕切りはプライバシーの保護や
コロナ対策にもなります

アルファ米やカレーなどを
備蓄しています

鎌田地区の防災倉庫は福祉ひろばの北側にあります

↓マットを敷
くと体への負
担が軽くなり
ます

　

平
成
23
年
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
は
未
曽
有
の
大
災

害
で
、
多
く
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
震
災
か
ら
11
年

経
ち
ま
す
が
、
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
災
害
で
す
。

　

大
き
な
災
害
が
発
生
す
る
と
、
被
災
者
は
住
宅
の
損
壊

や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
停
止
に
よ
り
、
自
宅
に
留
ま
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
、
避
難
所
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
「
地
域
の
あ
れ
こ
れ
」
第
２
回
は
、
鎌
田
地
区

の
避
難
所
や
防
災
倉
庫
に
つ
い
て
鎌
田
地
区
地
域
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
長
の
田
中
治
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

「
大
規
模
・
長
期
避

難
所
」
は
ど
こ
？

Q

「
局
所
・
短
期
避
難

所
」
は
ど
こ
？

Q

防
災
倉
庫
っ
て

な
に
？

Q

避
難
所
が
何
箇
所
か

あ
る
が
違
い
は
？

Q
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鎌
田
小
学
校
5
年
2
組
の
子
ど
も

た
ち
が
取
り
組
ん
だ
「
鎌
田
地
区
の

川
を
キ
レ
イ
に
し
よ
う
」
の
学
習
成

果
を
鎌
田
地
区
公
民
館
の
ロ
ビ
ー
に

展
示
し
ま
し
た
。

　

田
川
や
穴
田
川
に
生
息
す
る
生
き

物
、
投
げ
捨
て
ら
れ
て
い
る
ゴ
ミ
の

種
類
、
大
人
に
注
意
喚
起
を
呼
び
か

け
る
チ
ラ
シ
・
看
板
な
ど
を
グ
ル
ー

館
報
編
集
委
員
会

　�

松
本
市
公
民
館
報「
鎌
田
地

区
版
」（
本
紙
）の
編
集
や
取

材
執
筆
を
担
当
し
ま
す
。

文
化
委
員
会

　�

歴
史
文
化
の
継
承
を
目
的
と

し
た
講
座
を
企
画
し
、当
日

の
運
営
に
も
協
力
し
ま
す
。

図
書
･
視
聴
覚
委
員
会

　�

美
術
館
を
見
学
す
る
講
座

の
企
画
や
鎌
田
図
書
館
の
パ

ネ
ル
製
作
な
ど
を
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
委
員
会

　�

初
心
者
向
け
の
教
室
開
催
な

ど
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
の
す
そ

野
を
広
げ
る
活
動
を
し
ま
す
。

運
営
委
員
会

　�

鎌
田
地
区
公
民
館
の
事
業
方

針
や
公
民
館
の
将
来
像
を
委

員
会
で
意
見
交
換
し
ま
す
。

　

松
本
市
の
公
民
館
活
動
は
住
民
の
皆
さ
ん
が
事
業
の
企
画

や
運
営
に
参
画
す
る
特
色
が
あ
り
、
鎌
田
地
区
公
民
館
で
も

５
つ
の
委
員
会
が
熱
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
で
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
い
活
動
内
容
や
応
募
方
法
は
鎌
田
地
区
公
民
館
（
電
話
：

2
6
-
0
2
0
6
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
二

次
元
コ
ー
ド
の
読
み
取
り
か
ら
応
募
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

生き物マップやゴミ捨て注意の啓発チラシなどを
公民館ロビーに展示（1月20日～2月16日）

毎年開催する食育講座
は文化委員会が中心と
なって企画運営

　笹部地域では奈良井川の水を農業用水などに利用していたが、河床
が低かったため、雨の少ない渇

かっ

水
すい

期
き

などには取水ができず、水不足に
おちいった。農家は交替で奈良井川右岸の水門（現在の島立橋の下）に
集まり、揚

よう

水
すい

ポンプを発動機で回して水を汲み上げ、田畑に続く農業用
水路へ流して急場をしのぐ苦労が続いた。
　昭和40年代の後半になって、水門
の上流数百㍍の地点に設けた取水口
から水を送る導水路が完成し、よう
やく安定的に水を供給できるように
なった。（写真横）
　しかし現在でも流木が取水口をふさ
いだり大量の土砂が流れ込むことがあ
るので、常に気象や川の流れの変化への
注意と水路の保守管理が欠かせない。

鎌田地区の歴史 ⑮
川
を
キ
レ
イ
に
し
よ
う
！

鎌
田
小
5
年
生
が
ロ
ビ
ー
展
示

苦労した水不足 （笹部・奈良井川右岸・昭和30年代）

公
民
館
の
５
つ
の
委
員
会
で

公
民
館
の
５
つ
の
委
員
会
で

委
員
を
募
集
中

委
員
を
募
集
中

島立橋の架設にあわせて完成した
導水路（令和４年撮影）

応募は
こちらから

プ
に
分
か
れ
て
ま
と
め
上
げ
た
展
示

で
す
。

　

あ
い
に
く
開
催
期
間
が
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
の
時
期
と
重
な
り
、
住
民
に

向
け
た
学
習
発
表
会
は
実
施
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
展
示
を
見
た
村
上

さ
よ
子
さ
ん
（
五
月
町
）
は
、「
川

を
汚
す
大
量
の
ゴ
ミ
へ
の
気
づ
き

は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
も
つ
な
が

る
大
事
な
学
習
」
と
感
心
し
て
、
子

ど
も
た
ち
が
作
っ
た
チ
ラ
シ
を
持
ち

帰
り
ま
し
た
。
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